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し
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麦
姦
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四
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も
み
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す
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一
三

0
円

本
年
は
充
分

っ
て
い

の
火
災
予
防
週
間

‘
十
一
月
二
十
六
日
廿
十
二
月
二
日

ー
ズ

る

り

発行
肱川！町

T E L { l t 
編集
総務

19＆ふ11. 2 D号

実施期日及び場所

日1 場一～所

中 津

中居谷弁天

大谷金比羅神社

予子林事所

鹿野川牛市場

岩谷運動

9月

9月22日

9月27日

1 0月 5日

10月 8日

10月12日

鷹ほ う意 努の防例当こ ・い気の
火絡し町め行火年町と會齋玉期象取

をま災力て民る事デ通にに的秋月節条扱
ひすのし町一こを lりおなにて）二と件いと
昏°大てよ人と行と十いつ予火十なのも共
ぉ心部下りーになし二てて防:六り悪多に
この分さ大人なつ消月もお運贔『日ま化く火
しすはい災がつて防ーこり動防かずかな気
ま，き不°を充て火団日れまが週ら°ら．つに
すか注 出分お災にへにす展間ー 、て親
°ら意 さ火りのよ予伴° t開 l「週 火来し
甲が、な気ま予る定な さと間 災まみ
f いにす坊各マぅ/れし＇、 のす‘}

ぬ土、 よ注.0'て種をて るて、 '1 多°そ
，．．、．．．．．．．．．，．．..........ふ●．，．、．．．．．．．今..........・...合 .,j ••••••••••••••••• 

羹の、 も 火災シーズ‘.、/1船ず避lず口を・・ヽ でかもすり火火
のの 。、の災
が→ ・ み用予火

: 1人／三憂‘ 〗 1:、 l:：夕き備
れで、 悠ニ口這／`賓 心あ”忙バ火 ‘J

ん口るな御コ ‘風
こに注の外呂
おとが意不出
くをな下始後
•こしんざ

` --- .=—----' とつでい'0 
毒..'令ヽ・・・・，．會•. ．．．．．．．．.、,、 ..,.．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．' ,....., 

び汽｀ぁはも地し来服 で伝区こすし円売却意に 績あく
．，し舎り非の帯て同に、あ統ののる生の上頭外お枕・のる又
いも中常でを 9地た集りを肥こ実産取高数のけに内こ審カ
取空途にあ形寧区えの‘物育と績職引八四好る中にと査
引に半素る成町をな賜ま悟にはを釆き五十成七居終カ
巻な瑞牛°しの中い一たる対‘挙もが 0八績リ谷了

゜にるの高温た肥心 共もす同げ満成余頭で市地し
対時管で在い育と将敬同のる地た足立万で売は区た
処代理

る乳°はすすでで
が牛尚常るるぁは
本社最陀こにる折
町栢近睾とは°角

きの—口 ，，肱川磯
9 9 9 • •...,· •,' 

し共さ蒋会しう度る時るいのが牛で相で何
てに
後今
ん究にたか考帝期°て用条のあ当あで
に員御い、

記後厚‘協゜
え産で目は意件坪るのるぁ
各直をあ下相もをのが役がろ、

とのく出力終農し中る農談あ納配‘割‘ぅ
し畜御品載り家て心が業をる得分今を現°る
ま産礼さいにの
す業申れたあ検て農較内し

みに比は致°出が度果在次の
い来あ県しでにで

0 ^ l,, L 正し-Iふ血生 1-,.I たずれつ経ては欅着

くればた済い牡協目
思詳多の連る栢のし
つ細頭でのと保予て

今のしてに導農予こ全託は
一あいいつ入家託ろに牛如

協 同 合

出品点教及び入伐
I 

鷺（乳牛）
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／晨且 8-汀
よ り

幻←嘩

し、

［`三
もす抗対

せ

校

合
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打

診

小

診

荷

検

内

検

会

出

病

リ

町

病

隼

米

人

テ

人

区

酒

成
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区

動

年

会
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＇

ず

地

川

地

運

〇

常

川

咳
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現

野

谷

活

4
例

野

日

害

l
□
[
i
疇
□
膚
〗
ー
ー

ダ

定

、

・

'

一

時

・

;

う

た

め

、

こ

わ

れ

は

頭

に

ふ

．

の

で

i

飴
溢
里
に
ヒ
モ
を
か

は
平
常
日
の
[
け
、
荷
礼
は
二
枚
つ
け
て
下
さ
い
o

す
の
で
、
こ
〖

2

の
取
扱
い
と

対
策
に
は
方
全
を

期
し
て
ス
ム
ー
ズ
忙

運
ぷ
よ
う
努
力
し
て

森
り
ま
す
が
、
次
の

点
に
つ
い
て
皆
様
の
・

願
い
し
，

か
ら
肱
川
局
、
予

通
話
電
話
に
よ
る
．

洲
電
報
電
話
局
に

即
時
と
な
り
、
従

と
な
り
速
す
。
ロ

時
か
ら
即
時
に
。

十

一

正

鳳

予

子

林

両

局

と

も

現

在

は

待

で
に
。
」
即
で
す
が
十
一
月
二
十
八
日
よ
り
近

は

他

局

こ

轡

団

や

全

国

の

と

て
来
る
い
な
り
吉
す
。

ら
れ
他

5
リ

勇

る
の
．
‘

に
な

二

一
で
に
出
し

d
 

て
~

下
さ
い
。
．

3
、
口
十
二
月
十
在
日
さ
で
に
。
~

4
r
v

集
中
さ
れ
る
の
が
~

-
9

か
ら
十
五
日
ま
願
~
．

，
 

薯

に
~

ヽ

之a

メ

＊＇＂ ．し．．
； 



い

ね

を

＂

の

九

煮

一

万

円

と

、

[

も
と
に
始
め
ら
れ
た
、
ら
g
百

倍

み

せ

て

お

り

、

こ

ぃ

た
す
け
あ
い
」
運
動
(
工
四
年
間
に
み
な
さ
ま
か
ら
宰
迂
[

十
二
月
一
日
か
ら
二
．
ら
れ
た
義
援
金
の
総
額
は
、
約
十
三
[

施

さ

れ

ま

す

。

り

憶

四

千

万

円

の

多

き

に

の

夜

っ

て

い

[

け
あ
い
は
、

N
H
K
]
ま
す
。

・
表

金
会
：

N
H
K
厚

生

；
J

の
義
援
金
は
、
生
活
保
蒋
家
庭
、
[

者
の
主
催
に
よ
る
も
賣
設
収
容
者
、
長
期
療
惹
者
、
不
幸

□場目中＇材

十
五
回
目
を
迎
え
ま
：
な
児
童
な
ど
忙
送
ら
れ
て
お
り
、
み
．

木

で
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
：
ん
な
が
楽
し
い
お
正
月
を
迎
え
る
た
~

-
場

i

比

金
は
、
毎
年
増
加
の
こ
め
の
、
袋
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

て
お
り
、
こ
の
運
動
[
今
年
も
、
み
な
ざ
ま
の
芦
匹

s
ど
陥
カ

~
J
I

9

肱

十
六
年
に
は
、
義
提
：
を
お
頓
い
し
花
す
。

万
九
千
円
で
し
た

流行性感冒の予防注射を次の日

行なわ

N
H
K
 

ん

な

で

＝インフ ン 防注射実施

より行ないます。

しま どなたでも受けて

L— 

昭

す。

寸

4m 

3
0
0
8
5
8
 

6
5
2
1
2
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つlその
ザツパルプ
1.5加～2.1m
未口年上

8l 1四
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＆上
円5直息
マ涛酎
2.1m 
未口 1夕上
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本表は肱川町内の

り）故に

し引いたものです

しいたけ相場表

しいたけ共同販売所に於ける

1入札の月日 4 o ··• 1 1 : 1 o・. 

5．価

(k 

し、

よ
り

図◎ 

格

）り

第

1 1月24日

同日

同 9 日
1 1月25日

同日

1 1月26日

1 1月27日

注

1,．、̀’

料

要

前回市 (10月20日

円安くなり今後

1 1月25 

金

2 

1 2月

同

同

1 2月

同

1 2月

1 2月

回

一

日

日

1

日

日

2

”
 
，
 

日

日

日

5

4

1 5オ以上

6オ～ 15オ
1オ～6オ

1オ未満

，小，中

刻

1 1時

2時

30分～ 5時

午后 1時 30分～2時3O分

II 3時～ 5時30分中
1時 ～ 5時肱
1 0時～ 11時 3D分岩

※ 全員 2回受けて下さい

1 9 0円（以下2回分料金）

1 2 0円

8 0円

4 0円

時

1 0時

1時

場
一
大
正

所

谷小学校

山 II

II 

保育

さい

※ 次のいずれかに該当する人は接種できません

タマゴに対し特異体質を有する者（タマゴを食ぺると発熱，

んそく，下痢，おう吐等をおこす者）。

吼管系，腎澱叉は肝噸に疾患ある者，

ちじるしい栄恙障害者，アレルギ

6ヶ月以上の姫帰。

4 3 4 
ぷ730

1, 8 00~1,9 D o 
1. 1 5 0 

いますか 申込みをして下

ぜ

に

つ

い

’

県
統
計
課
に
よ
り
、
毎
年
発
行
さ
[

れ
て
お
り
ま
す
、
県
民
手
帳
の
必
要
[

な
方
は
十
一
月
末
日
ま
で
忙
、
部
落
i

長
又
は
役
場
内
総
務
課
へ
申
込
ん
で
[

下
さ
い
。
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円
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（予定）表 肱川町学校給食センター

名 材 ！＇料 石 ｝カロリー蛋白

｛ ，牛肉，•もやしり玉ねぎ，人苺，白菜，ピーフン，豆腐，こんvc ゃく，さとう 502 631 875 226 256 35.7 

くじら，ホーレン草，人羹じゃがいも，もやし，玉ねき＼油，カレー粉，塩 553695 840 27.5 322 41; 

，豚肉，＊らくゎ，もやし，人蓼キャペッ，ねぎ，しょうゆ 5 9 3 14 0 1 0 0 7 I 23. 3 3 0.4 3 6.9 

，豆腐，人菫里芋，油場，もやし，ねぎ，味噌 553 672 

マカロニ，かしわ，人苺，竹わ，りんご，キャペッ，マヨネーズ，ケチャップ56667'2 

鯨肉，じゃがいも，人泰，白菜，こんにゃく，ホーレン草，味噌，油，さとう 525661 

宝ねき令， じゃがいも，人苺，もやし，ホワイトルー， リパA油 5 21 65 6 

519 654 

512 651 
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主

で

加

入

し

て

い

ら

．

固

他

の

公

的

年

金

叫

渡

の

悦
退
し
た
と
き
な
ど
一
定
の
条
件
が
[
お
よ
ぴ
そ
の
出
渦
者

．
で
食
る
と
自
勁
的
に
被
保
険
者
の
資
｀
印
高
等
学
校
の
生
徒
や
大
学
生

．

格

を

も

つ

よ

う

に

な

り

ま

す

。

そ

し

―

―

-

、

保

険

料

の

光

除

一
人

が

、

申

請

し

て

恙

め

ら

れ

た

、
そ
れ
と
同
時
に
加
入
の
届
出
を
[
国
民
年
金
に
叩
入
し
て
い
る

[
て
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
属
険
料
を
納
め
た
く
て
も
失
莱
な
ど
．
、
（
申
請
免
除
）

六
十
オ
に
達
し
た
と
き
他
の
公
的
年
二
で
収
入
が
な
く
納
め
る
余
俗
の
な
い
[
固
、
保
険
科
の
前
納

金
に
加
入
し
た
と
き
、
死
亡
し
た
と
と
き
に
は
、
そ
の
あ
い
だ
保
険
料
の
[
俣
浚
科
は
＿
年
分
以
上
前
胡
す
る

．
昏
な
ど
は
被
保
険
者
で
な
く
な
り
主
~
納
入
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

;
Jと
が
で
き
ま
す
。
手
数
も
は
ぶ
け

/
m

国
民
年
金
の
庫
害
、
母
子
年
金

;Q
し
剖
引
の
恩
典
も
あ
り
ま
す
。

]
す
。

[
国
民
年
金
に
は
、
強
制
的
に
加
入

9

の
受
給
惰
者
~
五
、
保
険
料
の
使
い
み
ち
．

一
、
国
民
年
金
は
な
ぜ
必
要
か
か
わ
り
に
ま
が
り
な
り
に
も
自
分
の
．
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
ほ
か
に
口
印
生
活
保
護
法
匹
よ
る
生
活
扶
功
被
昧
峡
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
[

国
民
年
金
制
度
が
で
き
る
ま
で
、
正
1

活
を
支
え
て
い
く
み
ら
を
ハ
ッ
キ
．
次
の
人
た
ち
は
希
望
す
れ
ば
申
し
出
i

を

受

け

て

い

る

と

き

．

ら

れ

た

保

険

料

に

は

、

国

が

そ

の

半

国
民
の
大
半
を
し
め
る
農
林
漁
業
（
り
と
つ
く
り
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
で

]
L
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
~
眼
匹
祖
当
す
る
碩
を
つ
ぎ
た
し
て
、
．

従
業
者
や
自
由
業
者
な
ど
に
迩
裏
い
す
。
こ
の
こ
と
は
、
老
人
ば
か
り
で

m
明
治
四
十
四
月
二
日
以
後
に
~
申
出
だ
け
で
免
除
さ
れ
る
。
．
そ
れ
ら
の
合
計
碩
か
将
来
の
年
金
を
．

]

（

法

定

免

除

）

給

付

す

る

た

め

の

基

金

と

し

て

斌

み

て
い
る
人
な
ど
は
、
な
ん
の
年
金
制
五
く
身
体
障
吾
者
や
母
子
世
帯
の
場
i

生
れ
た
人

度

の

恩

恵

も

受

け

ら

れ

ず

、

収

り

残

否

も

同

じ

で

し

ょ

う

。

こ

う

し

た

こ

切

他

の

圃

度

の

加

入

者

の

[

切

所

得

が

な

ぃ

と

き

い

立

て

ら

れ

て

い

注

す

o

そ
の
漬
立
金

の
合
計
頷
は
咄
和
三
十
九
年
腹
末
で
い

さ

れ

た

ま

ま

に

な

っ

て

い

支

し

た

。

と

か

ら

、

い

ま

ま

で

公

的

年

金

に

は

．

配

偶

者

[

一
、
五

0
0考
澤
円
に
達
す
る
見
込
み
．

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
こ
后
れ
な
か
っ
た
人
々
を
漏
か
く
泡
え
~
．

そ
将
来
の
老
袋
の
生
活
や
不
側
の
事

]
J
も

う

と

設

け

ら

れ

た

の

が

国

民

年

褪

協

の

貯

蓄

運

中

心

体

制

陥

立

に

は

未

だ

遠

い

の

で

で

す

。

こ

の

瑣

立

金

は

国

が

貞

任

を

動
は
町
当
局
其
他
・
機
励
は
社
営
姿
勢
の
刷
祈
強
化
に
留
も
っ
て
、
池
の
貞
金
と
は
別
に
保
酋

故
に
対
す
る
不
安
な
思
い
が
雌
く
、
蓋
制
度
な
の
で
す
。

戦
後
の
急
激
な
祷
命
の
伸
び
と
と
も
・
ニ
、
国
民
．
半
釜
に
加
入
し
な
け
れ
~
団
体
の
協
力
の
も
．
意
し
信
用
力
、
村
用
率
の
向
上
を
は
．
し
将
翠
平
這
と
し
て
硬
わ
れ
る
ま
で
．

に
、
な
袋
一
層
年
金
制
度
に
よ
る
保
i

ば
な
ら
な
い
人

I

書

と

に

毎

年

続

け

ら

[

か

り

祖

合

員

が

安

心

し

て

ヽ

し

か

も

]

だ

閻

も

ヽ

利

子

を

生

み

つ

つ

納

め

た

障
の
必
要
性
が
強
（
要
望
さ
れ
る

V
C
[

国

戊

年

金

は

厚

生

年

金

株

険

や

、

・

れ

て

居

り

を

の

挙

．

意

欲

的

に

励

力

出

来

る

環

境

を

醸

成

国

民

の

た

め

に

な

る

よ

う

に

連

用

さ

い
た
っ
た
わ
け
で
す
。
富
食
糧
共
済
岨
合
な
ど
の
加
入
者
や
年
~
績
も
累
年
顕
著
で
~
し
て
信
用
幕
莱
の
拡
大
に
不
断
の
エ

．．
 

れ
て
い
ま
す
。
県
下
の
各
池
で
も
生
．

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
ニ
金
給
付
の
受
給
噸
者
と
そ
れ
ら
の
記
~
あ
る
。
：
夫
と
努
力
を
炭
す
る
と
思
わ
れ
る
。
●
活
に
身
近
か
な
公
共
涎
設
つ
ま
り
病
[

二
次
大
戦
を
境
に
し
て
わ
が
嘩
の
人
属
者
及
び
学
生
を
除
く
二
十
オ
か
ら
~
殊
に
咋
年
末
に
[
そ
れ
で
当
面
し
た
本
年
度
は
貯
金
｀
浣
‘
ご
み
処
埋
な
ど
の
清
掃
泄
設
‘
[

口
溝
造
が
す
っ
か
り
変
っ
．
て
し
古
っ
五
十
五
オ
（
明
治
四
四
年
晶
月
二
日
~
茶
い
て
は
、
画
期
:
者
保
護
制
度
の
普
及
徹
底
を
行
な
い
こ
巾
戊
会
誼
、
体
育
雌
、
保
育
所
、
老
•

た
こ
と
に
も
理
由
が
あ
り
ま
す
。
現
以
降
に
生
れ
た
者
）
ま
で
の
日
本
国
{
的
な
農
協
貯
金
者
二
◎
事
業
植
の
拡
大
◎
貯
金
利
息
の
：
八
ホ
ー
ム
、
児
童
今
ニ
胆
‘
国
民
宿
舎
’

在
は
、
若
い
人
（
働
け
る
人
）
十
一
因
〗
に
住
所
を
有
す
る
国
民
の
す
ぺ
て
~
保
護
制
度
の
確
立
~
配
慮
◎
鹸
資
機
能
の
拡
充
な
ど
を
~
な
ど
を
新
し
く
造
っ
た
り
、
増
改
築
[

人
に
対
し
老
人
一
人
の
割
合
で
す
が
、
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
~
も
あ
り
之
を
裏
付
：
中
心
に
組
合
員
の
た
め
の
貯
金
倍
増
ぃ
す
る
資
金
と
し
て
特
別
に
融
資
さ
れ
←
す
れ
ば
年
金
が
れ
ま
す
。

現
在
二
十
オ
の
人
が
老
令
年
金
を
受
ん
。
ほ
か
の
公
的
年
金
と
ら
が
っ
て
、i

と
し
た
組
合
員
の
~
運
動
を
、
横
極
的
に
推
進
し
、
組
合
，
て
い
る
わ
け
で
す
。
ぃ
な
ね
、
今
年
囮
十
九
才
以
上
の
人

二
土
保
険
科
を
納
め
た
期
間
が
一
年
以

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
四
十
年
か
ら
•
国
民
年
金
は
家
朕
ぐ
る
み
加
入
す
る
信
頼
と
協
力
に
よ
]
金
成
の
基
盛
充
実
に
総
力
を
結
集
せ
●
六
、
給
付
の
い
ら
い
ろ

五

十

年

後

に

は

若

い

人

三

人

に

対

し

底

戸

巴

を

示

し

た

も

の

で

す

。

世

帯

主

り

待

望

の

貯

金

残

[

ん

と

す

る

も

の

で

あ

り

、

+

月

7
目

.

m
老

令

年

金

:

上

あ

り

ヽ

し

か

も

そ

の

年

令

に

応

じ

老
人
一
人
の
割
合
に
な
る
と
い
う
こ
五
は
も
ち
ろ
ん
、
妻
で
あ
る
う
と
子
で
・
高
”
一
億
五
千
万
[
ょ
り
十
二
月
末
日
ま
で
を
た
~
保
険
料
を
納
め
た
胡
闊

G
R
除
期
~
て
七
年
か
ら
四
年
闇
の
納
入
期
間
（

と
で
す
。
こ
う
な
る
と
、
だ
れ
も
が
冨
ろ
う
と
女
で
あ
ろ
う
と
、
男
で
あ
~
円
の
目
標
が
達
成
[
の
貯
金
を
倍
増
す
る
農
協
勅
[
閲
も
含
め
て
)
が
二
+
五
年
以
上
の
：
兄
除

i
j
J
間
も
含
め
て
）
が
ぁ
る
人
に

さ
れ
肱
川
農
協
と
~
月
間
”
と
し
十
二
月
末
日
憶
[
人
に
は
六
＋
五
才
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
丁
は
ヽ
六
十
五
オ
か
ら
六
十
九
才
ま
で

老
後
の
く
ら
し
を
支
え
る
み
ち
を
呉
玉
る
う
と
、
．
職
を
も
っ
て
い
よ
う
と
い
[

剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す

0
:ま
い
と
い
っ
さ
い
周
わ
な
い
で
、
加
~
し
て
特
策
す
べ
き
~
円
を
目
標
に
、
役
戦
員
総
運
[
ぁ
い
た
‘
老
令
年
金
が
支
給
さ
れ
吉

i
の
あ
ぃ
だ
特
例
老
令
年
さ

国
民
の
職
場
も
生
活
も
日
ま
し
に
き
い
入
す
る
わ
け
で
す
。
国
民
年
金
は
強
り
真
に
喜
ば
し
い
業
[
動
を
展
閲
中
で
ぁ
;
盆
声
合
協
~
す

o

た
t
tし
ヽ
ム
:
千
三
十
五
才
以
上
~
れ
ま
す

o

ぴ
し
く
な
っ
て
い
く
日
本
経
済
の
な
ぷ
叩
保
険
を
た
て
ま
え
と
し
た
制
度
で
~
績
で
あ
っ
た
。

i
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
~
の
人
は
そ
の
年
令
侭
応
じ
て
二
十
四
}
な
森
、
こ
れ
ら
の
方

か

で

、

老

人

が

若

い

人

々

に

背

負

い

こ

す

か

ら

、

た

と

え

ば

二

十

オ

に

達

し

[

し

か

し

理

想

と

[

，

年

閲

か

ら

十

年

ま

で

の

納

入

期

間

C
含
め
ら
れ
た
額
が
=
ユ

：
免
除
期
間
も
含
め
て
）
が
あ
り
さ
え
よ
り
少
な
い
と
宮
は
、

き

れ

な

な

ど

を

や

め

て

い

ま

す

る
あ
ら の
恩
給
—
|

り］

号

2
 

外

1965.11 

0号

＝ 

億

い

そ

の

を

納

め

る

こ

と

が
困
誰
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と

よ
っ
て

六

0
0円ら

己
E]
巳
y

u
よ
＼
よ
お
い
ら

の
せ
ろ
せ
ろ
火
災
ジ
ー
ズ
ン
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す子 四上給なそツに力文―/＼院以 応ー
で〇険時し度保 °年な

忙祉 (4)支〇科金たも険 (3） 急芝八
‘のさいの加四法給をオ期上夫 さ五
とれと頷算‘にさ扶未間保の (2)れ‘

加年福給0 をでと給科死
入金祉ざ円納す含付

〇きまぎがし八よれ養満を険死母支六
を亡 遺こ

では年れかめ゜｛てをー
はすは一た〇つますの含科ぬ子す 0

. ニー 児の肩、。一九額〇てナる子むを月年゜ 0

尚す芸績四ず順今
ぎ年金まらた死遺受年時 年外がそな九‘が円計°こへと納ま金 円

町。
な令

しと俵昨忙年 いの
す五期亡族け以金 金障加のぉヽ一支へ算老と障きめで に

長 らな多年もは
゜ミ間ーにる上

人虜
‘害算子‘二□給十し令に害はて引 増

か せりいよか天
に時支こ納

や係
等年さー子 〇さーた年な者三いき 額

ら 致ま次りか候
〇応金給とめ

加で
が金れ人が8円れ人額金つは年た続 さ

の ししの四わの
〇じのさなた あ‘まに二円よまののとたニツ妻き れ

十指政
入拠 oて額れく人

また成ーら不 し出
り準すつ人がりす場半同と十がヘ一 て

円五はる元が

゜
ま母°き以支少が合嶺じきオ十免年 支
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ように [i6年る‘
ヽ．ヽヽ ょ、米の通十

つ給の 四 六 頑•てくべも

前予予 ね改でじ＇
う疑もの先こ五四 七きさ準母（ウ）‘ー（イ）〇七切がい‘てのな

年約約 が善早
な閲な i直のと〇十か

て月
‘囚れ母子母〇級隊〇十老あ主支国でい

対総農記いに期予，十
心心ら上こ匹 0年 囚‘‘に家子 0の害円オ令りす分合のす人

比俵家 しつ売約五 はるい
配あなりとな円間 ＋八子年庭 ‘0障福支以福注゜の負°々

まいり農日 いでのど考ても険
なをつの保 年 0供頷の準円害祉命上祉す福要辺この出

すて渡家付 りしでに
さ〇ニー母母支程年さの年°祉件でのた制た

°格しへで
えい令科 き円人八や千紺度笠れ人金 年もす福めのり格間

別完交部
支ょはよてま年を の 2l[J目‘準福さの
せうがりみす金か

まに 盆きか祉に年‘のが

の遂付落
年算か Q塁祉れ人

んがい小るががけ
す年 にびら年設金夫な短

御並さ長
金さら U ナ年まに ° ̀` 

° ‘か使と、
組 はし金金けががいか

努びれさ
もて はれ一 0 の翁す年 一

こと
次

い、四ら月
く頭はら受妬う＜

力にまん のい
安芍人円家 °頷

銭物十え三
五 のなも‘れけ

全す侭支庭 ： 9 -
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カ系がは予
(5) (4) C:5) 

て母い 分
, {2) (1)てのす碩がてご金規金り

方統行予約
すと次

は子、石の国る
皐 °能要め 夫納 いよ°も行澁と頷定頷

芸版わ約時 ‘年当令一庫こし改‘
との ま円力がに年帰付年まうそ大なりにのしも

ね売れ外の 厚金面年を負と‘正一
た lのめは金でで金すなの巾わ‘調引て上

がをま VC予 生なの
‘三間る‘禎一月額°考改 Vこれ明整上いげ

い行すつ想 年ど
金 1釆担に今ぐ本保〇辺が
閲の険はと回ら化険 0 も

保を万頷は え正引る年をげまる

致うのいよ 金の題引料現どはいし料円考被科巾年‘
‘険大円五二 方内上年は行にすこ

しよでてり
十 で容げに第なつ°とっ、

まう余も増
で引て上と行めそ匠たは程え保もに金〇五 国のらぁーうい
ー上あげ同 1呆るの実い年度て険引引と

こをた物

す併剰政収 万げるに頷娯°差視が金と月者上上す 0 の
0 年 で要れた回こてう法と価

°せ米府し 円に障とと科 をすこ差す額のげげ
検点るり目とはい律きが

ては貿た のつ害もすの 縮るれにる二負るる
る円保 討は予‘のに‘つのに上

、御全入湯 最い、なるニ
°と険

少こはょ°五担必た
さ‘定生調な五た中はっ
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い登のよスて 登手発難うへ み
°録普なうマいこ原自自球元見 vc防け自こ 0 0 0 な
指察おお Iるの動 料にさか犯て転のるがり自はえ人ま転防さ

動
署‘す卜車殴浅 金早れか登＜車よも破‘転ぁのかせ車・しiじん
ヘくすなでか付二転はくやつ録だ店うの 1員自車り手らんや登の
に派わめ登も‘自

.-崩扁
返すたをさ等なはし動の注洸譲か自緑お

茶出しし録‘す転 るく瘍受いッ箪麿た二登せきり°動を宅
問所いま証なで車車車 こ‘合け°では 吉綸縁んを受 二受に
い、こすしてる忙 V ‘て 新‘まま車証かしけ 論けは
合駐と。
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〈所‘ ヵ、新を円円 りんのと 登指かつ登失 な登 はな
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さかく るいけす すおが盗 を所い証た 車替 り自
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